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穴
建
物
跡
の
出
土
遺
物
に
は
、
土は

じ

き

師
器
、

須す

え

き

恵
器
、
灰か

い
ゆ
う釉

陶と

う

き器
、
土
製
品
（
土
玉
・

紡ぼ
う
す
い
し
ゃ

錘
車
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

竪
穴
建
物
跡
が
つ
く
ら
れ
た
10
世
紀

前
半
期
は
、
茨
城
県
内
の
須
恵
器
の
生

産
が
停
止
さ
れ
る
時
期
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
須
恵
器
が
出
土
し
な
い
建
物
跡

も
あ
り
ま
す
。

　

南
坪
貝
塚
（
縄
文
時
代
後
期
の
集
落

遺
跡
）
は
、
梶
無
川
中
流
域
の
標
高
約
26

ｍ
の
台
地
上
に
所
在
し
、
近
く
に
は
小
川

運
動
公
園
が
あ
り
ま
す
。
霞
ケ
浦
北
岸

に
お
け
る
縄
文
時
代
後
期
の
大
規
模
貝

塚
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
ま
す
。
貝
層
は
、

縄
文
時
代
後
期
前
半
（
約
４
０
０
０
年

前
）
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、
ハ
マ
グ
リ
、
シ

オ
フ
キ
が
主
体
を
占
め
、
そ
の
ほ
か
の
貝

も
鹹か

ん
す
い水

産(

塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
を
含

ん
だ
水
の
こ
と)

で
す
。

　

太
陽
光
発
電
設
置
工
事
に
伴
う
試
掘

調
査
で
は
、
地
点
貝
塚
が
４
か
所
で
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
試
掘
抗
の
地
点
貝
塚

は
、
径
40
㎝
、
深
さ
25
㎝
ほ
ど
の
小
規
模

な
も
の
で
し
た
。
ハ
マ
グ
リ
、
シ
オ
フ
キ
、

サ
ル
ボ
ウ
が
主
体
を
占
め
る
混ご

ん
ど
か
い
そ
う

土
貝
層

を
持
ち
帰
り
、
丁
寧
に
洗
浄
す
る
と
、
約

25
㎏
の
貝
殻
、
土
器
、
獣
骨
、
魚
骨
な
ど

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
の
発
掘
調
査

　

広
町
遺
跡
（
縄
文
時
代
中
期
の
集
落
遺

跡
）
は
、
鎌
田
川
左
岸
に
位
置
す
る
標
高

２７
ｍ
の
台
地
上
に
所
在
し
、
近
く
に
は
羽

木
上
地
区
集
落
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　

市
道
改
良
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
で

は
、
縄
文
時
代
中
期
（
約
５
０
０
０
年
前
）

の
袋
状
土
坑
２
基
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
一
般
的
に
袋
状
土
坑
は
、
１
ｍ
以

上
の
深
さ
が
あ
り
、
断
面
の
形
が
三
角

フ
ラ
ス
コ
状
の
形
を
し
て
い
ま
す
。
地
中

は
、
温
度
や
湿
度
が
安
定
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ド
ン
グ
リ
な
ど
の
貯
蔵
に
使
用
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
土
坑
か
ら

は
、
廃
棄
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
縄
文
時

代
中
期
中
葉
の
土
器
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
調
査
区
で
は
大
部
分
が
壊
さ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
不
明
な
点
が
多
い
で
す

が
、
台
地
上
に
は
、
縄
文
時
代
中
期
を
通

し
て
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

２
回
に
わ
た
り
紹
介
し
た
調
査
成
果

は
、
玉
里
史
料
館
で
開
催
中
の
参
考
展
で

観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（玉
里
史
料
館　

本
田
信
之
）

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う 
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前
回
は
、
令
和
２
～
５
年
に
か
け
て
実
施
さ

れ
た
７
つ
の
調
査
成
果
の
う
ち
４
つ
を
紹
介
し

ま
し
た
。
今
回
は
残
り
３
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
４
年
の
発
掘
調
査

　

八や

は

た

だ

い

幡
台
遺
跡
（
10
世
紀
の
集
落
遺
跡
）

は
、
園
部
川
を
臨
む
標
高
約
22
ｍ
の
台

地
上
に
所
在
し
、
近
く
に
は
小
川
南
小

学
校
が
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
建
設
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査

で
、
10
世
紀
の
竪
穴
建
物
跡
５
棟
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
通
常
、
煮
炊
き
を
す
る

カ
マ
ド
は
、
壁
際
の
中
央
に
設
置
さ
れ
ま

す
が
、
第
１
号
竪
穴
建
物
跡
の
カ
マ
ド

は
西
側
の
コ
ー
ナ
ー
に
あ
り
ま
し
た
。
竪

広町遺跡出土の縄文土器
(撮影：杉原雄大)

お
み
た
ま
発
掘
も
の
が
た
り
（
２
）
～
令
和
２
～
５
年
発
掘
調
査
～

問

八幡台遺跡の竪穴建物跡

参
考
展

お
み
た
ま
発
掘
も
の
が
た
り

　-

令
和
２
～
５
年
度
調
査
遺
跡
紹
介
展-

会
　
期
　
令
和
７
年
１
月
２６
日
（日
）ま
で

場  

所 

玉
里
史
料
館
（
高
崎
２
９
１-

３

　
　
　

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
）

休
館
日　

月
曜
日
、１２
月
２８
日
～
令
和
７
年

           

１
月
４
日
、
１
月
１４
日

南坪貝塚の地点貝塚


